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研究成果の概要（和文）：社会資本整備のマネジメントサイクルの確立に向けて，事後評価の充実が重要な課題
の1つに挙げられる．本研究では，統計的因果推論アプローチに基づいた交通インフラ・ストック効果の計測手
法を開発し，事後評価への適用に向けた検討を行う．まず，関連研究の包括的レビューを通じて，ストック効果
計測手法の確立に向けた課題を整理する．その上で，我が国の高速道路ネットワーク整備を対象に操作変数法に
よる因果効果推定手法を提案する． また，ストック効果の空間波及範囲や異質性に着目し，差の差分法に基づ
く推計手法の開発及びその高度化を図る．最後に，エビデンスに基づく事後評価の実現に向けて，得られた知見
を整理・体系化する．

研究成果の概要（英文）：To establish a management cycle of infrastructure development, the 
improvement of ex-post evaluation is an important issue. In this study, we develop a method for 
measuring transportation infrastructure stock effect based on the statistical causal inference 
approach and examine its application to ex-post evaluation. First, through a comprehensive review of
 related studies, we summarize the issues for the establishment of stock effect measurement methods.
 Then, we propose a causal effect estimation method based on the instrumental variable approach for 
the development of Japan's expressway network. In addition, we focus on the spatial extent and 
heterogeneity of the stock effect, and develop and improve estimation methods based on the 
difference-in-differences approach. Finally, we organize and systematize our findings toward the 
realization of evidence-based ex-post evaluation.

研究分野： 土木計画学

キーワード： ストック効果　交通基盤整備　統計的因果推論　EBPM

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国土交通行政においては費用便益分析の実施が制度化され，事業効果の定量的評価が従前より行われてきたもの
の，完了後に実際に発現した効果について計測し，事後的に検証する作業はこれまで十分には行われてこなかっ
た．政策効果の最大化に向けては，統計等データを用いた事実・課題の把握，政策効果の予測・測定・評価によ
る政策の改善といったマネジメントサイクルの確立が必要である．本研究の成果は，インフラ・ストック効果の
計測技術の向上をもたらす上，事後評価の充実を通じて交通インフラ整備のマネジメントサイクルの確立に大き
く貢献するものであり，学術的にも社会的にも大きな意義を持つ．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
限られた資源を有効に活用し，国民により信頼される行政を展開するために，政府は客観的根

拠に基づく政策形成（Evidence-Based Policy Making; EBPM）の体制構築を推進している．政
策効果の最大化に向けては，統計等データを用いた事実・課題の把握，政策効果の予測・測定・
評価による政策の改善といったマネジメントサイクルの確立が必要である． 
国土交通行政においては，事業採択時及び再評価時に費用便益分析の実施が制度化され，事業

効果の定量的評価が行われてきたものの，完了後に実際に発現した効果について計測し，事後的
に検証する作業はこれまで十分には行われてこなかった．平成 28 年 11 月に国土交通省が策定
した「ストック効果の最大化に向けて-その具体的戦略の提言-」では，「見える化・見せる化」を
ストック効果最大化のための重要戦略の１つとして位置付け，「幅広い効果の把握に向けた事後
評価の充実」を今後取り組むべき課題に挙げている． 
 事後評価では，ストック効果の発現状況を多面的に捉え，統計等データを有効に活用しながら，
可能な限り定量的・客観的に効果を把握することが求められる．EBPM の文脈でエビデンスと
いう場合，それは単なるデータではなく，また政策と効果の間の相関関係でも不十分で，客観的
に示された因果関係を指す．交通インフラ整備は，地域のアクセス性向上に伴う生産力の拡大，
人口や雇用の増加，資産価値の向上など多様な影響を地域社会に及ぼすものの，交絡や逆の因果
性などが存在する中で，社会経済統計などの観察データからそれらの因果関係を明らかにする
ことは容易でない．現在，実務において一般的に用いられている前後比較による評価では，事業
実施前後での状況変化が当該事業だけによる効果であるかを判別できず，誤った評価結果を導
く可能性が否定できない． 
昨今，こうした問題を克服する様々な統計的分析手法が提案され，それらを適用した実証研究

が活発に行われている．土木計画分野でも，高速道路や鉄道，新交通システムなどの交通インフ
ラ整備がもたらす因果効果の推定を試みる研究が数多く報告されているものの，分析手法や用
いられるデータが研究毎にまちまちであり，それらの成果が知見として十分に整理されていな
い状況にある．実務への展開を見据えた場合，評価の目的や対象に応じて，「どのようなバイア
スに留意し，どういった手法を採用すべきか」や「空間的にどの程度の範囲を計測対象とすべき
か」といった問題が重要となる． 
 
２．研究の目的 
本研究では，統計的因果推論アプローチに基づいた交通インフラ・ストック効果の計測手法の

開発と事後評価への展開を目的とする．具体的には，長期的な交通ネットワーク整備の政策レビ
ューを行うための推定法の提案と事業レベルの事後評価手法の開発及びそれらの実証を行った．
また，得られた知見を整理・体系化し，エビデンスに基づく事後評価の実現に向けた検討を行っ
た．  
 
３．研究の方法 
上述した目的の達成に向けて，以下に示すテーマについて検討を行った． 

（1） 既往研究の包括的レビューを通じた課題整理 
交通インフラ整備効果の因果推論に関する既往研究を包括的なレビューを通じて課題
整理を行うとともに，推定手法の特性などについて把握する． 

（2） 操作変数法による高速交通ネットワーク整備政策の評価手法の提案 
我が国でこれまで進められてきた高速交通ネットワーク整備を対象とした，操作変数法
による因果効果推定手法を提案する．  

（3） 差の差分(DD)法による交通インフラ・ストック効果計測手法の開発と実証 
ストック効果の空間的波及範囲や異質性に着目し，推計手法の開発及びその高度化を図
る． 

（4） エビデンスに基づく事後評価の実現に向けた検討 
(1)〜(3)の分析を通じて得られた知見を体系化するとともに，開発手法の実務での活用
に向けて今後に残された課題等を整理する． 

 
４．研究成果 

（1） 既往研究の包括的レビューを通じた課題整理 
既往研究の包括的レビュー（織田澤・大平, 2019）を踏まえ，交通インフラ・ストック

効果計測手法の確立に向けた課題を整理した．特に，評価の目的や対象に応じて，「どの
ようなバイアスに留意し，どういった手法を採用すべきか」，「空間的にどの程度の範囲
を計測対象とすべきか」といった課題の解決が重要であることが明らかとなった． 

（2） 操作変数法による高速交通ネットワーク整備政策の評価手法の提案 
織田澤ら（2022）では，一般均衡型の都市間交易理論に基づいて，道路整備に伴う輸

送時間短縮効果が波及して地価に帰着する過程をモデル化し，地価とマーケットアクセ
スの関係性を表す推定式を導出した．その上で，三大都市（東京・大阪・名古屋）を除



いた地方部の都市雇用圏を対象として，高速道路ネットワークの整備水準を示す市場ア
クセスと集積の経済を示す雇用者密度がそれぞれ地価に及ぼす因果効果の推定を行っ
た．その際，欠落変数や逆の因果性によるバイアスが生じる可能性を考慮し，明治時代
の市場アクセスと人口密度を操作変数とする操作変数法を採用した．推定の結果，市場
アクセスと雇用者密度に関して共に有意な結果が得られたことから，高速道路ネットワ
ークによる他都市へのアクセス性や雇用者密度が地価に正の因果効果を及ぼすことが
明らかとなった．最小二乗法と操作変数法の推定値の差が比較的に小さいことから，こ
れまでの高速道路整備が地方都市圏間で大きな偏りが生じないように満遍なく進めら
れてきた可能性が示唆された． 
石川ら（2022）では，全国の 216 の都市雇用圏に含まれる 1,257 市町村を対象に 1971

年から 2010 年までの期間について，2 時点階差データを用いた操作変数法による高速
道路網整備効果の因果推定を行った．都市雇用圏を一体的な経済圏域として捉え，都市
雇用圏単位でマーケットアクセス指標を算出した．操作変数として，我が国の戦時下に
提案された道路計画を利用するとともに，inconsequential な道路整備に着目した方法
を採用した．推定の結果，都市圏間と都市圏内の道路網整備によるアクセス性の改善が
地域の生産拡大につながることが明らかとなった．また，中期（1971－1991 年）と長
期（1971-2010 年）に分けて分析した結果から，高速道路網整備は経済成長期には経済
活動の分散化をもたらした一方で，停滞期には整備水準が低い地域での減産や撤退が進
むことにより結果的に集中化を促したことが示された．本成果については，査読付き論
文集への投稿を予定している． 

 
（3） 差の差分(DD)法による交通インフラ・ストック効果計測手法の開発と実証 

織田澤ら（2021）では，我が国における高速道路整備が IC 周辺地域の雇用や事業所立
地に及ぼす因果効果をランダムサンプリングと傾向スコアマッチング・差分の差分法を
用いて推定した．その上で，処置群をいくつかの距離帯に分けて推定を行うことによっ
て，効果の及ぶ空間範囲を明らかにした．さらに，従来から採用される代替的手法であ
る，処置群の周辺地域（あるいは，周辺地域に含まれる個体）を対照群とする手法との
比較を通じて，提案手法の有効性を示した．また，Kunimi and Seya (2021)では，
Synthetic control 法を用いて，交通インフラ整備効果の空間的範囲を推定する手法を提
案し，つくばエキスプレスを対象として実証分析を行った．  
その他，企業データを用いた差の差分析によって地域高規格道路整備の因果効果を推

定した研究（中村ら，2020），鉄道の相互直通運転が沿線地価に及ぼす影響を推計した
研究（中野・織田澤，2020），複数処置変数を考慮した傾向スコア法を用いてゾーン 30
エリアが交通安全に及ぼす効果を推定する研究（Seya et al, 2021），無電柱化が地代に
及ぼす効果を推定した研究（Ishigooka et al., 2021，石郷岡ら，2022）などを実施した． 
 

（4） エビデンスに基づく事後評価の実現に向けた検討 
 現状の事後評価制度の運用状況と問題点を把握した上で，本研究課題で開発した統計
的因果推論アプローチを実務に適用するための課題について整理を行った．特に，デー
タの収集・整備体制や得られた知見の体系化ならびに他事業へのフィードバックのあり
方について検討を行った． 
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